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 「失敗の許されない時代では、現場の生の情報はとても重要。」

と語る克仁さんは、就農時より全国の有志の養豚業者で組織され

る日本養豚経営研究会に参加しています。研究会では、年に数回

勉強会を開催するとともに各農場の経営数字を持ち寄り、比較検

討することで互いの経営改善を図っているそうです。 

養豚業界では、平成 16 年頃からの飼料原料の高騰により枝肉  

１kg あたりの飼料費が年々増加していました。研究会において

も、飼料費のコスト低減は大きなテーマとなっていました。一方で、平成 19 年の食品リサイク

ル法改定を受け、食品製造業者を中心に食品残渣の処理問題が顕在化していました。そこで、マ

ルミファームでは平成 20 年に食品残渣を液状化した上で給餌するリキッドフィードシステムを

導入しました。このシステムの導入により、農場回転数や飼料要求率が大きく改善するとともに、

枝肉１kg あたりの飼料費も大きく減少しました。また、システムの利用を通じて食品製造業者

５～６社の食品リサイクルに貢献しています。 

さらに、平成 24 年度からオランダの高繁殖能力豚 TOPIGS を導入し

たことで、母豚１頭あたりの年間出荷頭数は 30 頭に迫ろうとしてい

ます。「TOPIGS の導入は、飼養管理の面でも常識を変えなければなら

ないが、出荷頭数の増加割合もこれまでの常識を超えている。」とそ

の効果の高さを実感しているそうです。 

 

 

 

マルミファームでは、先代の社長の頃から「心のゆとり、時間的ゆとり、経済的ゆとり」を経

営理念としています。克仁さんも、どんな高価な設備が入ったとしても、それを扱う人間にゆと

りがなくては、経営発展は困難だと考えています。そのため、週休２日制を採用するとともに、

従業員の突然な休暇取得にも対応可能な人員配置を心がけているそうです。 

 

 

 

克仁さんが就農時には４軒あった幸田町の養豚場も現在は、マルミファーム１軒となってしま

いました。克仁さんは、「町に残った唯一の養豚場として、できることは積極的に行っていきた

い。」と町が主催する食育のイベントには積極的に参加しています。また平成 23 年からは、学校

給食において幸田町産の食材を用いる「幸田町の日」に自社

の豚肉を提供するとともに、豚肉が食卓に提供されるまでの

過程を生徒達に伝える活動を行っています。 

取材の最後には「周囲の環境に感謝しながら、自分や従業

員だけでなく、消費者も笑顔になれる養豚経営を続けていき

たい。」と笑顔で語ってくれました。 
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更なる収益性の向上 

３つのゆとり 

唯一の養豚場としての役割 

ドイツＷＥＤＡ社の  

リキッドシステム 

間もなく出荷を迎える 

５か月齢の肥育豚 

豚舎のシンボルにもなっている水車  


